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健
全
財
政
を
堅
持

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
92
億
７
６
４
８
万

円
、
歳
出
90
億
６
７
４
９
万
円

で
、
翌
年
度
繰
越
額
を
差
し
引

く
実
質
収
支
額
は
１
億
５
７
８

９
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

　
歳
入
で
、
特
に
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
が
好
調
で
、
前
年
比

１
５
２
㌫
増
の
４
億
８
７
４
１

万
円
と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
度
中
の
新
た
な
起

債
借
入
は
、
５
億
３
４
５
０
万

円
で
、
対
前
年
比
33
㌫
減
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
起
債
の
償

還
に
充
て
る
公
債
費
が
対
前
年

比
12
㌫
減
の
１
億
１
４
５
９
万

円
を
減
額
す
る
な
ど
、
歳
出
削

減
に
努
め
、
健
全
財
政
を
堅
持

し
て
い
ま
す
。

赤
字
脱
却
が
急
務

　
特
別
会
計
で
は
、
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
会
計
が
、
引
き
続

赤
字
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
早

期
の
赤
字
脱
却
が
急
務
で
す
。

さ
ら
な
る
経
営
努
力
を

　
企
業
会
計
で
は
、
３
会
計
と

も
収
益
的
収
支
は
黒
字
を
確
保

し
て
い
ま
す
が
、
資
本
的
収
支

は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
設
備
の
新
設
及
び
改
修
等

の
先
行
投
資
で
や
む
負
え
な
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
な
る
経

営
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
以
下
は
、
決
算
で
の
質
疑
応

答
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

聞
け
な
い
音
声
告
知
器

秋
山
　
修

　
音
声
告
知
器
が
聞
け
な
い
世

帯
が
あ
る
と
聞
く
。
防
災
上
、

問
題
で
は
な
い
か
。

磯
江
総
務
課
長

　
町
放
送
が
「
う
る
さ
い
」
と

の
理
由
で
電
源
を
切
っ
て
い
る

世
帯
が
あ
る
と
聞
く
。
自
治
会

放
送
は
Ｔ
Ｃ
Ｃ
に
加
入
さ
れ
な

け
れ
ば
聞
け
な
い
。
防
災
情
報

等
は
屋
外
放
送
で
聞
け
る
。

決
算
見
込
み
を
し
た
か

田
中
　
精
一

　
小
中
学
校
の
光
熱
水
費
が
、

問答問

軒
並
み
１
０
０
万
円
以
上
の
不

用
額
を
出
し
て
い
る
。
決
算
見

込
み
を
徹
底
し
て
い
れ
ば
防
げ

た
の
で
は
な
い
か
。

小
澤
企
画
財
政
課
長

　
新
年
度
予
算
編
成
時
に
「
決

算
見
込
み
調
査
」
を
し
て
い
な

い
。
今
後
は
徹
底
し
た
い
。

改
定
見
直
し
は

長
谷
川
　
昭
二

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
下
水
道
料

の
改
定
見
直
し
は
出
来
な
い
か
。

松
本
町
長

　
来
年
度
は
３
年
毎
の
料
金
改

定
の
年
だ
が
、
１
年
見
合
わ
せ

た
い
。

答問答

９ 月
定例議会

風
力
発
電
に〝
待
っ
た
“

　
９
月
定
例
議
会
を
、
９
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
会
計
決
算
の
認

定
12
件
、
条
例
や
教
育
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
９
件
、
補
正
予
算
６
件
、
陳
情
な
ど
全
29
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
補
正
予
算
２
件
で
修
正
動
議
（
３
〜
４
ペ
ー
ジ
）
が
提
出
、
風
力
発
電
事
業
会
計
を
減
額
修
正
と
陳
情
を

不
採
択
（
３
ペ
ー
ジ
）
に
し
た
ほ
か
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
を
減
額
修
正

（単位：百万円）

会　計 歳入　Ａ 歳出　Ｂ 差引　Ａ－Ｂ ※１繰越額　Ｃ 実質収支
Ａ－Ｂ－Ｃ 審議結果

一般会計 9,276 9,067 　209 51 　158
認定　賛成13

特
別
会
計

国民健康保険 2,011 1,931 　 80  0.3    79.7
介護保険 1,625 1,591 　 34  0 　 34
住宅新築資金等貸付     3    33  －30  0  －30 認定　全会一致
農業集落排水    14    14 　  0  0 　  0 認定　賛成13
栄財産区     4     4 　  0  0 　  0 認定　全会一致
合併処理浄化槽     7     7 　  0  0 　  0 認定　賛成13
大栄歴史文化学習館   150   136 　 14  0 　 14 認定　全会一致
後期高齢者医療保険   168   168 　  0  0 　  0 認定　賛成13

※
２
企
業
会
計

水道 収益的収支   279   212 　 67  0 　 67 認定　全会一致資本的収支    78   227 －149  0 －149

下水道 収益的収支 1,168   883 　285  0 　285 認定　賛成13資本的収支   310   845 －535 42 －577

風力発電 収益的収支   504   324 　180  0.7 　179.3 認定　全会一致資本的収支     0   110 －110  0 －110
※１　繰越額　令和元年度に実施できなかったため、令和２年度に実施することになった額。
※２　 企業会計で、資本的収入額が同支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、引継金、当年度利益剰余金処分額等で補て

んした。

会計決算議案の審議結果
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更
新
あ
り
き

長
谷
川
　
昭
二

❶
風
力
発
電
を
廃
止
す
る
な
ら
、

今
回
の
風
況
調
査
は
無
駄
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
予
算
提
案

は
「
更
新
あ
り
き
」
に
感
じ
る
。

❷
全
国
的
に
は
風
力
発
電
は
廃
止

の
方
向
が
主
流
の
中
、
採
算
性
の

検
討
も
し
な
い
ま
ま
の
継
続
は
、

無
責
任
で
あ
る
。
風
力
発
電
所
設

備
更
新
検
討
会
は
、
町
の
方
針
を

示
さ
な
け
れ
ば
、判
断
で
き
な
い
。

問

質 疑 あ れこれ 風力発電会計（第１号）

藤
江
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

❶
検
討
会
の
結
論
で
、
継
続
の
方

向
性
が
出
さ
れ
た
場
合
に
風
況
調

査
を
実
施
す
る
。

松
本
町
長

❷
個
人
的
に
は
、
継
続
を
考
え
て

い
る
。
廃
止
か
継
続
か
の
判
断
は

あ
く
ま
で
検
討
会
に
委
ね
た
い
。

採
算
性
の
検
討

秋
山
　 

修

答答答問

　
こ
れ
だ
け
の
大
事
業
を
、
採
算

性
等
も
示
さ
な
い
ま
ま
に
検
討
会

に
委
ね
て
よ
い
か
。

藤
江
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
検
討
会
に
は
「
協
議
の
継
続
」

か
「
事
業
の
廃
止
」
か
の
判
断
を

委
ね
て
い
る
。
も
し
継
続
と
判
断

さ
れ
た
ら
、
次
に
採
算
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
今
回
の
予
算
措

置
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

答

請願・陳情の審査結果
請願・陳情件名 陳情者名 採決 委員会の意見

日本国憲法第53条における臨時会召集について、法令等で召集期限を設定すること
を求める意見書の提出についての陳情 足羽　佑太 不採択

賛成１（起立少数）
北栄町の公益に関する事件
とはいえない

賛
否
あ
り

補
正
予
算
案
の

　
　
　
一
部
修
正

　
　
長
谷
川
昭
二

　
　
油
本　
朋
也

　
　
野
田　
秀
樹

　
債
務
負
担
行
為
予
算
は
全
額

（
３
０
０
０
万
円
）
を
削
減
す
る
。

な
お
、
修
正
（
削
減
）
以
外
の
予

算
は
、
原
案
と
す
る
。

　
検
討
会
の
検
討
結
果
が
出
て
い

発
議
者

内
　
容

理
　
由

な
い
段
階
で
、
風
況
調
査
の
債
務

負
担
行
為
を
決
定
す
る
こ
と
は
、

検
討
会
の
意
向
を
待
た
ず
に
設
備

の
継
続
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
は
、
住
民
の
意
思
を
無
視

し
た
こ
と
に
な
る
。

採
　
決

　
採
決
の
結
果
「
修
正
案
」
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
飯
田
・
秋
山
・
町
田

　
　
油
本
・
井
上
・
藤
田

　
　
田
中
・
森
本
・
阪
本

　
　
野
田
・
長
谷
川

賛
成
議
員

決算以外の議案の審議結果
議　案　等 審議結果

条
例

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例

可決　全会一致

町自治基本条例の一部を改正する条例
町税条例の一部を改正する条例
町災害弔慰金の支給に関する条例の一部を改正する条例
町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

そ
の
他

動産の買入 （町立学校情報機器整備事業　買入価格5555万円）
第２次北栄町まちづくりビジョンの策定
町教育委員会委員の任命同意 （再任　竹信純一さん、任期11月15日～令和6年11月14日）
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出
 （議会運営委員会発議、国会及び政府に提出）

補
正
予
算

一般会計補正予算（第６号） （３億5990万円） 可決　賛成９人
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） （4976万円）

可決　全会一致
介護保険特別会計補正予算（第１号） （3565万円）
大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第２号） （△2586万円）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 　（41万円）
風力発電会計補正予算（第１号） （風況調査業務　3000万円を0円） 修正可決　賛成11人
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井
上
信
一
郎　
阪
本　
和
俊

　
道
の
駅
北
条
公
園
の
再
整
備
事

業
は
、
規
模
や
内
容
を
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
債
務
負
担
行
為

予
算
は
全
額
（
９
４
２
４
万
１
千

円
）
を
削
減
す
る
。
な
お
、
修
正

（
削
減
）
以
外
の
予
算
は
、
原
案

と
す
る
。

❶
飲
食
・
物
販
は
収
益
事
業
で
あ

り
、
そ
れ
に
か
か
る
準
備
費
用
は

事
業
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
指
定
管
理
委
託
料
に
含
む
べ

き
で
は
な
い
。

❷
開
業
後
の
営
業
赤
字
が
想
定
以

上
に
増
加
し
た
場
合
、
指
定
管
理

委
託
料
の
増
額
要
求
へ
の
懸
念
も

ぬ
ぐ
え
な
い
。

【
賛
成
討
論
】 

田
中　
精
一

補
正
予
算
案
の

 

一
部
修
正

発
議
者

内
　
容

理
　
由

　
指
定
管
理
者
募
集
要
項
（
案
）

で
は
指
定
管
理
者
は
一
定
の
営
業

利
益
を
上
げ
た
場
合
は
、
自
主
申

告
に
よ
り
「
納
付
金
」
を
町
に
収

め
る
こ
と
が
出
来
る
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、所
詮「
出
来
る
規
程
」

で
あ
り
、
必
ず
毎
年
収
め
て
い
た

だ
く
保
証
は
な
い
。
再
考
を
促
す

た
め
に
も
本
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

【
賛
成
討
論
】 

斉
尾　
智
弘

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

関
連
事
業
が
多
数
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

町
民
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な

予
算
で
あ
る
。

　
債
務
負
担
行
為
で
計
上
さ
れ
た

指
定
管
理
委
託
料
は
、
前
回
の
公

募
で
委
託
料
が
低
過
ぎ
て
不
調
に

終
わ
っ
た
こ
と
か
ら
引
き
上
げ
た

も
の
で
、
適
正
で
あ
る
。

 

油
本　
朋
也

　
前
回
の
指
定
管
理
者
の
公
募

は
、
指
定
管
理
料
が
不
十
分
で

あ
っ
た
た
め
不
調
に
終
わ
っ
た
。

　
今
回
、（
社
）全
国
道
の
駅
支
援

機
構
の
責
任
あ
る
助
言
・
指
導
を

補
正
予
算
案
の

 

原
案
可
決

受
け
な
が
ら
再
提
案
さ
れ
た
も
の

で
、
妥
当
か
つ
合
理
的
で
あ
る
。

　
修
正
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
「
原
案
」
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
宮
本
・
秋
山
・
町
田
・
油
本

　
斉
尾
・
藤
田
・
津
川
・
野
田

　
長
谷
川

採
　
決

賛
成
議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

油
本
　
朋
也

　
酒
類
と
鳥
取
和
牛
の
販
売
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
は
、
町
内
に
和
牛
農
家
が

少
な
く
、
町
内
畜
産
業
へ
の
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
の
で
は
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
将
来
、
和
牛
以
外
の
鳥
取
牛
の
販
売

増
に
つ
な
が
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

秋
山
　
修

　
商
工
会
が
新
た
に
発
行
す
る
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
、
今
後
の
商
業
活
性
化
に

繋
げ
て
ほ
し
い
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
町
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
事
業
や

他
団
体
と
の
連
携
も
視
野
に
、
消
費
拡

大
事
業
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

問答問答

井
上
　
信
一
郎

　
化
粧
箱
は
、
経
費
を
か
け
過
ぎ
で
あ

る
。
も
っ
と
割
安
な
箱
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。手

嶋
産
業
振
興
課
長

　
検
討
し
た
い
。

道
の
駅
北
条
公
園

田
中
　
精
一

　
指
定
管
理
者
募
集
要
項
で
は
、
委
託

料
は
し
っ
か
り
払
い
な
が
ら
一
方
で
は

町
有
施
設
で
あ
る
物
販
・
飲
食
施
設
の

家
賃
は
、
皆
無
の
可
能
性
が
あ
る
。
募

集
要
項
を
再
考
さ
れ
た
い
。

松
本
町
長

　
管
理
経
験
の
あ
る
業
者
に
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、活
性
化
に
つ
な
が
る
。

再
考
は
し
な
い
。
利
益
納
付
金
は
、
話

し
合
い
の
中
で
適
切
に
処
理
し
た
い
。

井
上
　
信
一
郎

　
指
定
管
理
者
の
公
募
が
不
調
に
終
わ

り
、
今
回
、
管
理
委
託
料
が
大
幅
増
額

で
再
提
案
さ
れ
た
。
再
整
備
を
否
定
し

な
い
が
、
経
営
は
成
り
立
つ
の
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
道
の
駅
は
、
ト
イ
レ
や
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
防
災
施
設
等
の
公
益
施
設
も
あ

り
、
採
算
性
は
よ
く
な
い
面
も
承
知
で

設
置
す
る
施
設
で
あ
る
。

問答問答問答

質 疑 あ れこれ 一般会計補正予算（第６号）

道の駅北条公園の完成イメージ図

豪華な化粧箱

賛
否
あ
り
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ここを う問町
政
９月定例議会では６人の議員が12問の一般質問を行いました。

質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ
大谷こども園 森本真理子 5
自宅学習サポート

飯田　正征

6
移住促進と遊休農地 6
防災士の活用 7
ジャンボタニシ 野田　秀樹 7
コロナ後の学校運営

長谷川昭二
8

ゴミ袋の仕入れ契約 8
避難所運営マニュアル

秋山　　修
9

スマートフォン 9
コロナ禍の避難所運営

斉尾　智弘

10
コロナ禍での農産物生産 10
地方創生臨時交付金 11

今
後
も
存
続
を

教
育
長

教
育
委
員
会
で
検
討

教
育
の
方
針
を
説
明
し
た
。

少
人
数
園
と
し
て
も
存
続
で

き
る
、
特
色
あ
る
モ
デ
ル
園

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
も
参
考
意
見
や
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
大
谷

こ
ど
も
園
の

園
児
数
は
21
人
で
あ
る
。
今

年
度
、
園
の
在
り
方
の
検
討

を
開
始
し
た
。

　
保
護
者
や
自
治
会
と
の
意

見
交
換
会
は
、
町
と
し
て
方

針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階

で
あ
り
、
今
後
の
町
の
幼
児

教
育
長

　
　
　
　
　
　
昨
年
大
谷

こ
ど
も
園

の
今
後
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
今
後
も
、
入
園
児
が

減
少
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
廃
園
を
含
め
考
え
ざ

る
を
得
な
い
、
保
護
者
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討

す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
自
治
会
意
見
交
換
会
で

37
人
の
関
係
者
全
員
が
存

続
を
希
望
し
て
い
る
が
、

ど
う
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

森
本

大
谷
こ
ど
も
園

少人数での保育

森本　真理子

町
政
こ
こ
を
問
う



農
地
取
得
の
緩
和

町
長

農
業
委
員
会
と
協
議

農
委
会
長

下
限
面
積
を
１
㌃
に

　
　
　
　
　
　
空
き
家
と
農

地
を
セ
ッ
ト

に
し
、
要
件
緩
和
す
る
こ
と

は
、
農
業
委
員
会
と
協
議
し

検
討
し
た
い
。

　
リ
ユ
ー
ス
事
業
は
、
空
き

家
の
寄
付
を
受
け
る
こ
と
で

管
理
す
る
資
産
が
増
加
し
町

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
引
き
続
き
現
在
の

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
よ
る

空
き
家
活
用
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
新
規
就
農
者

の
営
農
を
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
、

生
活
拠
点
と
し
て
住
宅
に
空

き
家
を
利
用
す
る
こ
と
は
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
の
利
用
に

つ
い
て
は
担
当
課
と
連
携
し

町
長

農
委
会
長

て
進
め
た
い
。

　
農
地
の
下
限
面
積
の
要
件

緩
和
に
つ
い
て
は
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
に
繋
が
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
細
分

化
に
よ
っ
て
集
積
、
集
約
が

困
難
に
も
な
る
。
ま
ず
は
農

用
地
区
域
外
の
下
限
面
積
を

１
㌃
に
見
直
し
た
い
。

移
住
促
進
と
遊
休
農
地

　
　
　
　
　
　
予
定
通
り
今

年
度
中
の
整

備
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
活
用
で
き
る
場
面
が

拡
大
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
端
末
に
つ
い

て
、
ま
ず
は

学
校
で
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。
将
来
的
に
は
家
庭
で
の

利
用
も
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
課
題
を
整
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支

援
は
、
鳥
取
県
の
事
業
を
活

用
し
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
で

１
名
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
で
１

名
が
利
用
し
て
い
る
。

町
長

教
育
長

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
で
、
全
国
の

小
・
中
学
校
が
臨
時
休
校

と
な
っ
た
。

　
あ
る
町
で
は
、
全
て
の

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
無
料
で
貸
出
し
、

家
庭
で
の
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不

登
校
の
小
・
中
学
生
の
増

加
に
伴
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

を
正
式
に
導
入
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
本
町
も
家
庭
学
習
支
援

が
で
き
る
よ
う
早
期
に
配

備
し
て
は
ど
う
か
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
遊
休
農
地

や
空
き
家

の
増
加
を
踏
ま
え
、
国
は

要
件
緩
和
を
認
め
る
流
れ

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
で

も
農
地
取
得
の
下
限
面
積

を
引
き
下
げ
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
本
町
も
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
条
件
に
、
取
得
要
件
を

緩
和
し
て
は
ど
う
か
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
に

つ
い
て
は
、
町
が
空
き
家

を
寄
付
受
け
し
、
低
価
格

で
移
住
希
望
者
に
販
売
す

る
リ
ユ
ー
ス
事
業
に
乗
り

出
し
、
移
住
促
進
に
つ
な

げ
て
は
ど
う
か
。

飯
田

空き家バンクに登録されている物件

町長 環境づくりを進める
教育長 課題を整理する

タブレット端末を
自宅学習サポート

北条小のタブレット学習

飯田　正征

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ５７号
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地
域
の
中
で

防
災
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
期
待

し
て
、
資
格
を
取
っ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
町
と
一

緒
に
活
動
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
が
、
先
日
資
格
者
の

会
合
を
行
っ
た
。
地
域
ご
と

の
事
例
な
ど
の
意
見
交
換
や

研
修
を
行
い
な
が
ら
、
防
災

士
の
自
覚
を
育
み
、
有
事
の

町
長

際
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
期

待
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
中
だ
け
で

な
く
、
町
と
し
て
の
防
災
の

取
り
組
み
に
も
協
力
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
少
な
く
と
も
各
自
治
会
に

１
人
は
防
災
士
が
必
要
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　
　
防
災
士
の

資
格
を
取

得
し
た
者
は
30
名
と
聞
い

て
い
る
。
活
動
が
見
え
て

こ
な
い
。

　
資
格
者
を
集
め
研
修

し
、
町
や
自
治
会
の
防
災

訓
練
に
派
遣
し
て
、
災
害

発
生
時
に
対
応
で
き
る
体

制
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

　
今
後
も
防
災
士
の
資
格

者
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

飯
田

町長 リーダー的役割を期待
災害に対応できるか
防災士の活用

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の

被
害
が
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
防

除
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
防
除
の
経
費
や
作
業
手

間
の
増
加
に
よ
り
経
営
が

悪
化
し
か
ね
な
い
。
農
家

に
町
は
支
援
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　
ま
た
、
生
み
つ
け
ら
れ

た
卵
の
内
部
は
、
危
険
な

神
経
毒
が
あ
る
。
好
奇
心

野
田

旺
盛
な
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
こ

ど
も
園
、
小
学
校
等
に
徹

底
し
た
注
意
を
呼
び
掛
け

る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
被
害
が
拡
大

し
た
要
因

は
、
土
中
で
越
冬
し
た
こ
と

に
よ
る
増
殖
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
昨
年
10
月
に
Ｊ
Ａ
か
ら

組
合
員
に
む
け
秋
耕
運
を
す

る
よ
う
広
報
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
各
農
事
組
合
が
連
名
で

県
に
農
薬
使
用
を
要
望
し

た
。
今
後
、
登
録
農
薬
の
使

用
が
開
始
さ
れ
、「
防
除
対

策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し

対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
生
産
者
へ
の
支
援
策
は
、

町
長

今
後
の
デ
ー
タ
検
証
な
ど
を

踏
ま
え
、
必
要
か
ど
う
か
検

討
す
る
。

　
こ
ど
も
園
、
小
学
校
と
も

連
絡
し
、
危
険
な
場
所
に
は

看
板
を
立
て
る
。

水
稲
被
害
に
支
援

町
長

検
討
す
る

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

初開催の防災士交流会

被害が拡大している水田（下神地内）

野田　秀樹

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ５７号
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公
正
性
、
透
明
性
の
確
保
を

町
長

適
切
に
発
注
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
❶
障
が
い
者

就
労
施
設
等

へ
の
優
先
調
達
に
努
め
て
お

り
、適
切
に
発
注
し
て
い
る
。

受
注
可
能
な
施
設
等
は
、
県

内
に
1
事
業
所
だ
け
で
あ

る
。
今
後
、
新
た
に
参
入
す

る
事
業
所
は
、
県
障
が
い
者

就
労
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
情
報
収
集
し
た
い
。

町
長

❷
規
則
で
は
、
契
約
の
予
定

価
格
は
上
限
を
超
え
な
い
場

合
の
ほ
か
、
随
意
契
約
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し

て
い
る
。

❸
契
約
事
業
者
は
数
社
か
ら

見
積
り
を
取
り
、
品
質
及
び

価
格
の
適
正
化
に
努
め
て
い

る
。
販
売
単
価
を
住
民
負
担

に
転
嫁
し
て
は
い
な
い
。

ゴ
ミ
袋
の
仕
入
れ
契
約

議会だより北栄 ５７号
２０２０年１１月 8

　
　
　
　
　
　
県
と
協
働
で

国
基
準
を
上

回
る
学
級
編
成
に
し
、
小
学

校
中
学
年
で
は
町
独
自
で
33

人
学
級
に
し
て
い
る
。
こ
れ

町
長

ま
で
も
国
へ
は
人
数
基
準
の

見
直
し
や
、
少
人
数
学
級
推

進
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
要

望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
全
国
町
村
教

育
長
会
で
、

小
中
学
校
全
学
年
の
35
人
以

下
学
級
の
実
現
、
多
様
な
職

種
の
教
職
員
の
配
置
に
係
る

財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

　
臨
時
休
業
に
よ
る
授
業
の

遅
れ
も
1
学
期
中
に
解
消
さ

れ
、
計
画
ど
お
り
に
授
業
は

消
化
で
き
て
い
る
。
今
後
、

感
染
拡
大
に
よ
り
休
業
措
置

を
実
施
す
る
と
き
は
、
国
の

通
知
を
踏
ま
え
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た

ち
の
現
状

か
ら
、
手
厚
い
教
育･

柔

軟
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
対

策
上
か
ら
も
、
10
万
人
の

教
員
増
・
小
人
数
学
級
の

整
備
と
授
業
の
遅
れ
に
対

応
す
る
指
導
要
領
の
弾
力

化
を
、
国
の
責
任
で
実
現

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
尽

力
を
求
め
る
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
指
定
ゴ
ミ

袋
の
仕
入

れ
が
、
随
意
契
約
と
な
っ

て
い
る
。

❶
平
成
29
年
度
よ
り
随
意

契
約
で
同
じ
事
業
所
と
の

契
約
が
続
い
て
い
る
。
他

の
参
入
は
出
来
な
い
か
。

❷
町
財
務
規
則
の
随
意
契

約
の
上
限
額
を
超
え
て
い

る
が
、問
題
は
な
い
の
か
。

❸
随
意
契
約
へ
の
移
行
前

と
比
較
す
る
と
、
契
約
単

価
が
上
昇
し
て
い
る
。
公

正
性
、
透
明
性
を
よ
り
確

保
し
、
住
民
利
益
に
か
な

う
契
約
方
法
へ
見
直
し
を

す
べ
き
。

長
谷
川

町長 これまでも国へ要望
教育長 柔軟に対応

小人数学級の実現を
コロナ後の学校運営

適切に発注されているか

長谷川　昭二

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
❶
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
主
な
改

定
事
項
は
、
密
な
状
態
を
防

ぐ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
あ
る
。
本
町
マ

ニ
ュ
ア
ル
へ
の
反
映
は
で
き

て
お
ら
ず
、
早
急
に
対
応
し

た
い
。Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
す
る
。

町
長

　
連
携
備
蓄
品
の
う
ち
、
備

蓄
が
な
か
っ
た
液
体
ミ
ル
ク
、

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

に
つ
い
て
は
、
１
０
０
％
備

蓄
対
応
し
た
。
水
害
に
あ
わ

な
い
場
所
で
の
備
蓄
、
避
難

所
と
連
携
が
と
れ
る
備
蓄
、

補
充
を
念
頭
に
災
害
に
備

え
、
来
年
度
ま
で
に
備
蓄
率

１
０
０
％
を
満
た
す
。

❷
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
は
、
平

成
30
年
度
以
降
行
わ
れ
て
い

な
い
。
早
急
に
見
直
し
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
❶
県
の
避

難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
改
定
さ
れ

た
。
県
指
針
の
修
正
内
容

は
、
町
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
反
映

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
県
と

町
の
連
携
備
蓄
品
目
中
に
、

備
蓄
率
０
％
、
１
０
０
％

未
満
の
備
蓄
品
が
み
ら
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

❷
北
栄
町
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務

継
続
計
画
）が
策
定
さ
れ
、

そ
の
後
に
起
き
た
災
害
を

反
映
し
た
見
直
し
を
、
平

成
30
年
度
に
行
う
こ
と
と

し
て
い
た
が
策
定
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
見
直

し
は
行
わ
れ
た
か
。

秋
山

町長 早急に対応
県指針を反映したか
避難所運営マニュアル

議会だより北栄 ５７号
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❶
国
は
、

中
学
生
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯

電
話
の
学
校
へ
の
持
込
み

を
、
防
犯
、
防
災
の
観
点

か
ら
容
認
す
る
通
知
を
出

し
た
。
町
内
小
・
中
学
校

で
の
取
扱
い
は
、
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

❷
不
適
切
な
ア
プ
リ
な
ど

を
、
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
機
能
と
、
ア

プ
リ
を
す
べ
て
禁
止
し
た

状
態
か
ら
必
要
な
も
の
を

許
可
す
る
方
法
が
、
子
ど

も
を
守
り
親
も
安
心
で
き

る
使
用
方
法
で
は
な
い
か
。

秋
山

　
　
　
　
　
　
❶
各
中
学
校

及
び
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、
現
時
点
で

学
校
へ
の
持
込
み
に
つ
い
て

の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

県
が
方
針
作
成
の
準
備
を
進

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果

を
受
け
て
携
帯
電
話
の
取
扱

い
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

基
本
的
指
導
方
針
を
定
め
る
。

教
育
長

❷
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た

せ
る
か
を
含
め
、
保
護
者
に

し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
ペ
ア
レ
ン
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
親
が
監
視
し
て
制

限
す
る
取
組
み
）
を
、
お
願

い
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
へ
の
持
込
み

教
育
長

県
の
対
応
を
待
つ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

整備が進む防災備蓄品（旧北条庁舎）

様々なアプリがあるスマホ

秋山　修

町
政
こ
こ
を
問
う



生
産
者
の
感
染
対
応

町
長

関
係
機
関
で
連
携
協
力

　
　
　
　
　
　
❶
嫌
が
ら
せ

等
が
あ
れ
ば

そ
れ
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
差

別
的
な
行
動
・
発
言
に
つ
い

て
は
断
固
と
し
て
反
対
し
て

い
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
行

動
・
発
言
が
見
ら
れ
た
場
合

は
、
町
全
体
と
し
て
の
意
識

改
革
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

町
長

❷
関
係
機
関
と
連
携
し
て
農

家
の
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ

う
協
力
し
た
。

❸
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
の
で
、
地
域
の
生
産
組
織

な
ど
で
考
え
て
い
た
だ
く
の

が
良
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

は
、
個
々
の
農
家
や
生
産
組

合
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
相

談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
協
力

す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
農
産
物
生
産
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❶
お
寺
や
企

業
の
会
議
室

を
避
難
所
活
用
す
る
件
は
、

契
約
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
。

農
協
等
と
借
用
に
つ
い
て
、

話
を
進
め
て
い
る
。
早
急
に

手
続
き
を
完
了
し
た
い
。

❷
６
月
議
会
に
お
い
て
実
施

す
る
と
答
弁
を
し
た
が
、
毎

年
秋
に
総
合
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に

あ
わ
せ
て
実
施
し
た
ほ
う
が

合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
、

９
月
６
日
に
実
施
し
た
。

❸
熱
の
あ
る
方
の
参
加
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
後

は
機
会
が
あ
れ
ば
実
施
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
避
難
所
を

開
設
す
る

時
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

６
月
議
会
の
答
弁
を
踏
ま

え
質
問
す
る
。

❶
避
難
所
の
３
密
対
策
と

し
て
、
お
寺
や
企
業
の
会

議
室
を
お
願
い
出
来
な
い

か
話
を
進
め
る
と
答
弁
し

た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

❷
避
難
訓
練
の
実
施
は
、

梅
雨
が
上
が
る
前
に
行
う

と
答
弁
し
た
が
、
実
施
し

な
か
っ
た
。ど
う
し
て
か
。

❸
９
月
の
総
合
防
災
訓
練

で
は
、
参
加
者
の
検
温
を

し
た
が
、
熱
の
あ
る
者
の

動
線
訓
練
が
さ
れ
な
か
っ

た
。
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

定
し
て
訓
練
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
❶
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
誰
が
感
染
し
て

も
お
か
し
く
な
い
感
染
症

で
あ
る
。
町
で
は
感
染
者

が
出
た
場
合
、
感
染
者
や

そ
の
家
族
へ
の
誤
解
や
偏

見
に
基
づ
く
差
別
を
し
な

い
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

❷
生
産
者
が
感
染
し
、
生

産
物
の
取
引
拒
否
が
あ
っ

た
。
町
の
対
応
は
ど
う
し

た
か
。

❸
生
産
者
が
感
染
し
た
場

合
、
農
産
物
の
出
荷
作
業

は
ど
う
す
る
か
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
を
含
め
た
対
策
は
。

斉
尾

町長 合理的に判断した
訓練をしなかったのは
コロナ禍の避難所運営

マスク・除菌シートなどを展示（町防災訓練）

感染症対策をしてキュウリ選果
（統合選果場）

斉尾　智弘

町
政
こ
こ
を
問
う

質
問
を
聞
い
て
、
よ
く
わ
か
っ
た

・
防
災
士
の
こ
と
を
あ
ま
り
よ
く
知

ら
な
か
っ
た
。
質
問
を
聞
い
て
、
ど

ん
な
時
に
活
動
し
て
い
る
の
か
、
講

習
や
資
格
試
験
の
費
用
が
町
か
ら
出

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

質
問
と
答
弁
が
か
み
合
っ
て
い
な
い

・
ゴ
ミ
袋
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
、
随

意
契
約
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
同
じ
業
者
が
何
年
も

受
注
し
て
い
る
の
は
、
他
の
業
者
と

不
公
平
で
は
な
い
か
。「
適
切
に
発
注

し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
他
に

業
者
は
い
な
い
の
か
疑
問
が
残
っ
た
。

　
質
問
と
答
弁
が
か
み
合
っ
て
い
な

い
と
感
じ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
早
く

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用

し
た
授
業
が
始
ま
る
そ
う
だ
が
、
早

く
進
め
て
ほ
し
い
。

学
校
・
家
庭
に
注
意
喚
起
を

・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
大
量
発
生
し

て
、
水
田
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
稲
の
根
元
に

ピ
ン
ク
の
卵
を
付
け
て
い
て
、
神
経

毒
が
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
か
ら
も
見

え
る
か
ら
、
お
も
し
ろ
が
っ
て
つ
つ

い
た
り
す
る
と
大
変
だ
。
早
急
に
学

校
、
家
庭
に
連
絡
し
て
注
意
を
促
し

て
ほ
し
い
。

声
が
聞
こ
え
に
く
い

・
質
問
者
の
声
が
傍
聴
席
に
聞
こ
え

に
く
い
時
が
あ
っ
た
。
ぼ
そ
ぼ
そ
と

話
し
て
い
る
の
か
、
言
葉
が
は
っ
き

り
聞
こ
え
な
い
。
傍
聴
者
に
も
よ
く

聞
こ
え
る
よ
う
に
、
ハ
ッ
キ
リ
と
、

そ
し
て
マ
イ
ク
の
使
い
方
に
も
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
は
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

北栄町婦人会議会を傍聴して

　
　
　
　
　
　
❶
対
象
年
齢

を
広
げ
て
支

援
を
行
う
こ
と
は
、
考
え
て
い

な
い
。

❷
北
栄
町
緊
急
雇
用
対
策
農

林
水
産
さ
さ
え
あ
い
事
業
を

実
施
し
、
支
援
す
る
。
農
業

者
の
援
農
に
要
し
た
費
用
の

４
分
の
３
を
助
成
す
る
。

❸
現
在
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は

省
エ
ネ
改
修
に
特
化
し
て
い

る
。
中
小
企
業
等
持
続
化
補

助
金
事
業
が
あ
る
の
で
、
そ

ち
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
地
方
創
生

臨
時
交
付

金
は
、
自
治
体
独
自
の
事

業
を
支
援
す
る
交
付
金
と

な
っ
て
い
る
。
制
度
の
狭

間
で
支
援
を
う
け
て
い
な

い
者
も
あ
る
。

❶
就
職
氷
河
期
世
代
の
奨

学
金
返
済
へ
の
支
援
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
出
荷
作
業
が

出
来
な
く
な
っ
た
農
林
漁

業
者
へ
の
支
援
。

❸
工
務
店
へ
の
支
援
に
資

す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
助
成
事
業
の
復
活
。

斉
尾

町長 援農に助成
農業者への支援
地方創生臨時交付金
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スイカの収穫をする援農隊

町
政
こ
こ
を
問
う
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子

　
　
　
　
　
斉
尾　
智
弘

　
　
　
　
　
田
中　
精
一

淀瀬　　柚
ゆず

さん　小１（右）

　　　冬
とう

馬
ま

くん　５歳（左）（西新田場）

山口　育
いく

夢
む

さん　中１（右）

　　　明
めい

花
か

さん　小３（左）（由良宿１区）

　妹の明花が生まれる頃、兄の育夢は４歳でトトロに出

てくる『メイちゃん』が大好きだったのもあり、めいか
4 4 4

と名付けました。日頃から、けんかはほぼ無し。大人に

なってもずっと仲良しで助け合っていってほしいです。

　家で仲良く遊んでいる２人。最近は柚が冬馬にひらが

なを教えてくれています。

　将来は、思いやりのある、心豊かな大人に育ってもら

いたいです。そして、いつまでも仲良く助け合える姉弟

でいてください。

知っとんなる？こんな北栄
由良駅（由良宿１区） 下北条駅（駅前）

　明治36（1903）年の米子・上井間の開通時には設置されず、
その後、地区住民の度重なる国への陳情の末、大正4（1915）年
に国鉄下北条駅として設置、開業した「請願駅」であった。現駅
舎は、築37年余と比較的新しいが、ホーム上の待合室は築105年
余と往時の姿を留めている。
　同駅の特徴は、既設の線路に沿う形で造られたため、ホームが
湾曲している。また駅舎と離れた「島式プラットホーム」と呼ば
れている珍しい駅である。平成30年の乗降客数は、140人／日で
現在は無人駅である。

　明治36（1903）年12月20日に「国鉄由良駅」として開業、現
駅舎は築85年余、反対ホームの待合室は築38年余の歴史を刻ん
でいる。
　特筆すべきは、ホームの上屋の支柱で、鉄道レールを使用して
いるが、1903年製の国産レールであり、産業遺産として後世に
伝承したい。
　乗降客数は昭和33（1958）年の1,568人／日がピークで、平
成30年は1,086人／日と減少傾向だが、近年は愛称「コナン駅」
として、国内外からの観光客で賑わいを戻しつつある。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
９
月
議

会
も
修
了
し
、
少
し
早
い
で

す
が
今
年
の
反
省
を
し
て
み

ま
し
た
。
自
戒
の
日
々
で
す

が
大
き
く
記
憶
し
て
い
る
こ

と
は
、
マ
ス
ク
の
買
占
め
騒

動
で
す
。
年
度
初
め
の
頃
、

度
々
報
道
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
家
で
は
マ
ス
ク
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
必
要

に
な
っ
た
ら
買
う
と
い
う
方

針
で
き
て
い
ま
し
た
（
過
去

の
買
占
め
騒
動
も
同
様
）が
、

あ
ま
り
の
加
熱
ぶ
り
に
不
安

に
な
り
少
し
多
め
に
買
っ
て

お
く
よ
う
妻
に
頼
み
ま
し

た
。
結
果
は
ど
の
店
舗
を
ま

わ
っ
て
も
マ
ス
ク
は
手
に
入

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
行
動
が
買
占
め
騒
動

に
加
担
し
、
拍
車
を
か
け
て

い
た
こ
と
を
後
で
知
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
用
心
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

斉
尾　
智
弘
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